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立野駅区の活動状況

　福祉センターのもみじも紅く色づき、デイサービスに来られる利用者の目を楽しませてくれています。
　先日の「第8回みなみあそボランティアまつり」には、多くの村民の方に参加して頂
きありがとうございました。講演では、ＲＫＫアナウンサー 木村和也さんより「言葉でつ

なぐ心の絆」についてお話がありました。
　私達が日頃から使っている言葉は、長い歴史の中で育まれてきたもので、それだけに重みがあり自分達の
生活や生き方を変える不思議な力があるようです。感謝や思いやりの言葉、敬いや励ましの言葉など心を豊
かにする言葉をかけ合いながら職場や家庭、地域を明るくしていきたいですね。
　今年も残りの1か月、何かと忙しくなりますが、体調に十分気をつけられお過ごし下さい。
                                                                              　　　　みんなみんなの　みなみちゃん　　
　

あとがきあとがき

　立野駅区では、社会福祉協議会が実施する住民同士の支え合い
事業であります「やまびこネットワーク活動」に取り組んでいます。
　まず、社協から南阿蘇村の現状や他の行政区の取り組みについて
お話に来て頂きました。自分たちで出来ることから始めていこう！と
民生委員さんや役員の方々の協力を得て現在は、月に一度、公民館
で「ふれあいサロン」を開いています。

　サロン事業では、社協からレクリエーションの輪投げ等を借りて、ゲー
ムをしたり、世間話をしながらお弁当を食べたりと参加された皆さんも大
変喜ばれています。
　まだ立野駅区も活動を始めたばかりですが、ふれあいサロンでお互い
に顔を合わせることで元気を確認したり、地域の方達の困りごとも聞く機
会となっています。今後は、サロンに参加される方達から地域の声かけの
輪を広げていき、沢山の方にふれあいサロンに参加をしていただけたら
と思います。立野駅区は住宅も多く、昼間はお仕事でなかなか顔を合わせない方も沢山おられ、一人暮らし
や高齢者世帯も多くなってきています。今後は、安心して立野駅区でいつまでも暮らせるよう地域全体で支
え合いのしくみづくりを皆さんと一緒に考えていければと思います。

自分たちで出来ることから始めていこう！

立野駅区
佐 藤  邦 武  区長

楽しく話をしながらのお弁当

地域全体で

支え合いの

しくみづくりを。

安心して暮らせる

立野駅区に。

月に一度の「ふれあいサロン」は、元気の確認の場

輪投げの様子

ドッヂビーの様子

立ちあげや連絡会など
お気軽にご相談ください。
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南阿蘇村
福祉運動会開催
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今回、10回目を迎えた福祉運動会！
総勢1,000名の参加のもと、ボールリレー、輪投げ、
ドッヂビーなど7つの競技を楽しみました。



ボールリレー

玉入れ

ジャンケンポン

最高齢者表彰

アトラクション

〔左〕 白水地区 桐原 　明さん（91歳）
〔中〕 久木野地区 原田 　需さん（87歳）
〔右〕 長陽地区 宇都宮 明夫さん（90歳）
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選手宣誓は
白水地区　本田　智博さん
　　　　　河野　昭子さん

パン食い競走

　去る、9月28日（日）、白水体育館において60歳以上の村
民、福祉関係者や保育園児ら約1,000人の参加のもと｢第
10回福祉運動会｣が開催されました。
　たくさんの応援の中、ボールリレー、パン食い競争など7つ
の競技を楽しみました。終始、歓声と笑いに包まれた運動会と
なりました。

段ボールリレー
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喜多区

宇都宮　明夫さん
大正13年5月27日生まれ（90歳）
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まつりに参加された皆さん

長陽中学校吹奏楽部の演奏でスタート

第8回みなみあそボランティアまつり開催!!第8回みなみあそボランティアまつり開催!!

やまびこ君もお出迎え

久木野小学校 5 年生
家入 莉奈 さん

ボランティア連絡協議会
古澤 順正 会長

南阿蘇村社会福祉協議会
藤崎 英廣 副会長

白水中学校 3 年生
金本 唯奈 さん

先の災害を教訓に自主避難訓練を実施。地域
の支え合い事業“やまびこネットワーク活動の
取組み”を発表。

新所区
　丸野 健雄 区長

おでん、ぜんざい、万十、
カップケーキと…職員が
早朝より心をこめて作り
ました。
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婦人会の皆さん、
今年もおいしいカレーを
ありがとうございました。今年も大好評！！

ワークキャンプ体験発表

筋肉量バランス測定コーナー

バザーコーナー

開会宣言主催者挨拶

赤い羽根共募金配分金で
実施しています。

　南阿蘇村のボランティア活動の輪を広げることを目的として、去
る11月16日（日）久木野総合福祉センターにおいて約400名の
参加のもと｢第8回みなみあそボランティアまつり｣を開催しました。
　「長陽中学校吹奏楽部」によります演奏で始まり、ボランティア体
験発表、婦人会の皆さんによります災害を想定した炊き出し訓練、
筋肉量バランス測定、アトラクションなどを行いました。
　午後からは、RKKアナウンサーの木村和也さんより｢言葉でつな
ぐ心の絆｣と題して講演がありました。木村さんは、番組取材中にア
クシデントに見舞われ両下肢機能に障がいを抱えられましたが、入
院生活で感じた人と人との絆や命の大切さ、勇気や希望を教えてく
れた言葉の持つ力についてお話がありました。

熊本放送アナウンサー 木村 和也さんの講演会
「言葉でつなぐ心の絆」と題して講演

アトラクション

早朝より模擬店の
準備をする職員

マジシャン☆一周さん

ご協力ありがとうございました。

模擬店コーナー

皆さんよりご協力いただきました
　　ハザー売上　48,700円
　　模　擬　店　49,593円
　　募　金　箱　20,932円
と、合わせまして119,225円になりました。
この益金につきましては、全額、熊本県共同
募金会へ送金しました。
ポン菓子を作られた野田真雄さん（9駐在
区）から長陽中吹奏楽部の皆さんへポン菓
子のプレゼント。残りの売上は共同募金へ
募金されました。

福祉施設等での利用者との交流や介護体験を
通して、人と人との支え合う大切さを体感。

イリュージョン・マジック
に会場もビックリ

ボンボ藤井さん
ウクレレの音色に会場も“うっとり”

ウクレレの曲に合わせて

災害炊き出し訓練

オープニングセレモニー

展示コーナー

体験発表

小・中学校のボランティア活動や
ボランティア団体の活動等を展示

やまびこネットワーク
体験発表

ウクレレ
・ショー

ウクレレ
・ショー

フラダン
ス

フラダン
ス

マジック
マジック

広めよう、ボランティアの輪・和・話

くまもと健康支援研究所



好ましくない介護例×ＮＧ「××も作れなくなっ
たの？」と叱責し、
本人に代わって料理する。

好ましくない介護例×ＮＧ「リモコンも
使えないの？」
と叱責する。

❻❼

正しく知ろう認知症

ワンポイント
     アドバイス

ワンポイントアドバイス ワンポイントアドバイス

ポイント

4　認知症の方は、直前の出来事を忘れたり、時間や今いる場所がわからな
いなどにより、不安感、ストレスなどを感じています。また、記憶力、理解
力、判断力等は低下しますが、感情が残っています。このことを十分理解し
たうえで、介護することが大事となります。また、認知症の方の性格、これ
までの生活歴、健康状態を踏まえ、「今何を考え、何をしたいと思っている
のか」を考えてよりそう事が大切となります。

※熊本県認知症対策・地域ケア推進課　「認知症の人と ともに生きる」 パンフレットより転載
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認知症の症状に対する対応方法
中核症状

もの忘れ 症状の一例です。

時、場所、人物がわからない 症状の一例です。 症状の一例です。理解力や判断力が低下する 認知症は、身近な病気です。家族みんなで地域ぐるみで支え
ていけるよう、認知症についてシリーズでお届けしています。
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知
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本

南阿蘇村社会福祉協議会お問い合わせ先 TEL ６７－０２９４

電話で話した内容、電話の相手を
覚えていない。

「あなたは誰？」と自分の配偶者や
子どもなどに尋ねる。

「今日は何日？」「ここはどこ？」と
繰り返し尋ねる。

テレビやエアコンのリモコンなどが
使えなくなる。

料理を順序よく作れなくなる。

時計やボールペンなど品物の名前が
わからない。

認
知
症
の
方
の
抱
え
る
問
題
を
理
解
し
よ
う
。

認知症の症状 中核症状と周辺症状

認知症の方は記憶があいまいにな
り、不安を感じて確認の意味で尋ね
ている場合もありますので、丁寧に
答えましょう。

認知症の方は昔のことは覚えていても、新しいことを覚
えられないのが特徴です。本人は初めて聞いたり、言っ
たりしていると思っていますので、同じことであっても、
ゆっくりと話を聞いたり、繰り返し答えたりしましょう。ま
た、一度に多くのことを聞かないようにしましょう。

認知症の方は、計画を立て、順序立てて行うことが難し
くなります。今は何をしているか、次に何をするかをわか
るように言葉をかけたり、次にすることがわかるように
手伝いましょう。

「今日は、×日ですよ。」とカレン
ダーを指すなどしながら説明し
ましょう。

「妻の○○だよ。」｢長男の××だ
よ。」ときちんとわかるように伝
えましょう。

「電話の相手は、男の人だった？
女の人だった？」と優しく尋ねてみましょう。

「これが時計だよ。」「これがボールペンだよ。」
など優しく説明しましょう。

「一緒に作りましょうか。」と声を
かけ、料理作りをサポートしましょ
う。

「これはこのように使うんだよ。」
ときちんとわかるように説明しま
しょう。

好ましくない介護例×ＮＧ「今、話したばかりでしょう。
なんで覚えてないの。」と叱る。

好ましくない介護例×ＮＧ「もうこれで○回目。
何回聞くの？」など
強く問いかける。

好ましくない介護例×ＮＧ「目の前にあるのにどうして
わからないの。」と問い詰める。

好ましくない介護例×ＮＧ　　　「新聞見れば
わかるでしょう。」
「ここがどこかもわか
らないの？」など冷たく答える。

◆身体介護　　
　　食事の介助
　　排泄の介助
　　衣類脱着の介助
　　入浴の介助等
◆生活援助
　　調理　洗濯
　　買い物　清掃等

介護サービスをご利用ください
訪問介護事業 介護認定を受けた高齢者および身体障がい者

の自宅へホームヘルパーが訪問して、「身体
介護」や「生活援助」のサービスを提供します。サービスの内容

　認知症の症状には、認知症の方に必ず見られる
「新しいことを覚えられない、以前のことを思い出せな
い。」(記憶障害)や「段取りが出来ない、計画が立てら
れない。｣(実行機能障害)などの「中核症状」と、環境

熊本県認知症コールセンター
熊本市中央区上通町3-15　ステラ上通ビル3階  ☎096-355-1755
　　E-mail nintisho@oasis.osn.ne.jp

さ ー ここ 　 い い な ここ

変化や身体の状況、介護の仕方によって発症する徘
徊、興奮、暴言等の｢周辺症状」があります。なお、｢周
辺症状」は「中核症状」と異なり、誰にでも見られる症
状ではありません。
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